森田療法的アプローチによる心理教育 : 日記療法の手法を用いて(2) by 青木 万里






















































































































































































































































































































































































































































































項目1 3.89（1.066） 3.79（1.197） 0.721
項目2 4.46（1.170） 3.93（1.274） 2.948＊
項目3 4.54（1.401） 4.25（1.266） 1.867
項目4 4.54（1.261） 4.29（1.150） 1.567
項目5 2.71（1.462） 2.68（1.492） 0.570
項目6 3.14（1.268） 2.61（1.066） 3.217＊
項目7 4.07（1.152） 3.75（1.206） 2.353＊
項目8 3.18（1.124） 2.86（1.177） 1.971（＊）
全 体 3.82（0.638） 3.52（0.603） 3.757＊
＊p＜.05（＊）有意傾向
３
自分が一番上の立場になることは不安ですよね。
誰でも初めて上の立場になったら不安に感じると
思います。先輩のように責任をもってやりたいと
いう気持ちが却ってAさんを不安にさせているの
かもしれません
共感する。誰でも不安に感じることを伝える
４
頼りにしていた先輩がやめてしまったことで自分
に今まで以上に責任がかかり、不安になる気持ち
はよくわかります。まずは自分のできる範囲から
少しずつ挑戦してみてはどうでしょうか。今まで
と違ったやり方が見つかるかもしれません
共感する。行動の促進として無理せずできる範
囲のことからやるように勧める
５
先輩がやめたことで一番上になってしまったのは
不安ですね。不安なのは責任を果たしたい、期待
に応えたいという気持ちが強くあるからではない
でしょうか
不安と欲求が表裏一体であることを伝える
６
しっかりしなくてはならないと感じるから不安になっ
てしまうんですよね。自分ができることをやってい
けば、一番上だということを意識しなくなります
よ
不安と欲求が表裏一体であることを伝え、目的
本位の態度を促す
７
一番上になるのは不安ですよね。自分が一番上に
なって不安を感じていることを周りの方に伝えて
みたらどうでしょうか
共感する。周囲に助けを求めるようアドバイス
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要旨
森田療法に基づいた演習を作成し、日記のコメ
ント、森田神経質尺度、自由記述内容の検討を行っ
た。コメントは感情の普遍化、不安を欲求から読
み替える、共感的な対応、悪循環の指摘、目的本
位の行動への後押しの5つに分類され、森田療法
の基本的な態度が理解されたことが示された。尺
度全体の検定結果は有意であり、自由記述内容と
合わせると、不安に対する考え方・捉え方に新し
い視点が取り入れられたこと、コメントを書くこ
とが森田療法の実践的な学びとして役立ったこと
が示された。但し、不安を欲求から読み替えるこ
とをはじめ実際にコメントする難しさを感じた学
生もおり、今後は、提示する日記や演習の進め方
に工夫が必要である。
（2015年9月29日受稿）
青木万里58
グループワーク
について（12）
・グループワークをやってみて、自分の考えを相手に伝えることの大変さや相手の意見を聞き、
取り入れる柔軟性が必要だと思った
・自分の考えとは違う視点からの考えをグループの人から聞けて、より森田療法に関連づけて
意見をまとめることができた。自分の中でとてもためになった授業だった
・森田療法の考え方で考えるのが難しかった。グループワークをすることで、様々な発想やコ
メントの仕方があるとわかり面白かった
・同じ内容でもコメントの言い回しや順序などで与える印象が異なると感じた。人の気持ちを
動かす、行動を引き出す言葉かけが難しく、相手の心理を考え理解していくことが大切だ
と思った
・不安から欲求を探して提示することが思っていた以上に難しかった。友達の意見を聞いて
自分にはなかった視点に気づくことができた
・他人が考えたコメントを聞くと、「あ、それ言われたら嬉しいかも」と思うこともたくさんあっ
た（2）
・様々な不安に対するコメントを考えるのは難しかった。グループワークを通して違った視点
で捉えることができ、勉強になった（2）
演習全体の感
想（8）
・具体的な背景がわからないままワークシートに取り組んだのでコメントに困った（2）
・Aさんのように身近なことだと共感しやすいが、BさんやCさんのように自分が体験したこ
とのないような事例は分かりにくかった（2）
・健康な欲求を見つけることが大変だった。事例3つは少し多く感じた（2）
